
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ「オレンジリング」なのか     

「柿色」をしたオレンジリングは、認知症サポーターの目印です。江戸時代の陶工・酒井田柿右衛

門が夕日に映える柿の実の色からインスピレーションを得て作り出した赤絵磁器は、ヨーロッパにも

輸出され世界的な名声を誇りますが、同じく“日本初”の認知症サポーターキャラバン」のオレンジリ

ングが、世界のいたるところで「認知症サポーター」の証として認められればとの思いからつくられ

ました。なお温かさを感じさせるこの色は、「手助けします」という意味をもつと言われています。 

＜講座の申込み、お問い合わせ窓口＞ 

大田区蒲田五丁目１３番１４号 大田区役所本庁舎３階  

大田区福祉部高齢福祉課 ☎：０３－５７４４－１２５０ 

認知症サポーター養成講座 

認知症サポーター イメージキャラクター 「ロバ隊長」 

特別養護老人ホーム大森   

大森高齢者在宅サービスセンター 

大田区地域包括支援センター 
（さわやかサポート大森） 

軽費老人ホームおおもり園 

 

介護保険上の在宅サービです。 

「ご利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、自宅にこもりきりの利

用者の孤立感の解消や心身機能の維持回復だけでなく、家族の介護の負担軽減などを目的としていま

す。介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）などが、常時介護が必要な方を短期間受け入れ、入浴

や食事などの日常生活上の支援や、機能訓練などを提供します。」（厚生労働省ＨＰ引用） 

特別養護老人ホーム大森でも、ショートステイ事業を行っております！ 

「全室個室・テレビ付」「衣類無料貸出」「緊急ショート受入可」 

専任職員によるきめ細かいニーズへの対応等、『また大森に行きたい』と 

感じて頂き、皆さまから信頼され、頼られるショートステイを目指し安心 

できる時間を提供致します。 

ご利用に関するお問い合わせ、ご見学希望は下記までご連絡ください。 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

大
森
事
業
部
門 

 

統
括
事
業
所
長 

大
草 

文
子 

  

日
頃
よ
り
、
当
事
業
部
門
の
運
営

に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
民
営

化
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
益
々

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
地
域

に
貢
献
す
る
事
業
所
を
し
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
を
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
は
「
サ
ル
年
で
す
。」

職
員
一
同
『
猿
ジ
ン
（
エ
ン
ジ
ン
）』

全
開
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
『
ウ
ッ

キ
ウ
ッ
キ
』
と
明
る
く
『
猿
起
』
が

良
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

＜行事予定＞ 

・平成２８年２月２３日（火） 利用者懇談会 

・平成２８年３月３日（木）  地域交流会 
（入居者、関係機関、集会室をご利用いただいている地域の皆さまとと交流会を行います。) 
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ショートステイ（短期入所生活介護）とは・・・ 

大森事業部門 

イメージキャラクター 

「ひまわりん」 

軽費老人ホームおおもり園 

 

 

特別養護老人ホーム大森 ☎０３－５４７１－２７０３ ショートステイ担当 谷中 



   

今
回
は
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
の
日
課
に
つ
い
て
、 

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

左
の
表
１
が
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
で
す
。 

            特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ
り
ご 

自
宅
で
の
生
活
が
困
難
に
な
り
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
々
が 

入
居
す
る
施
設
で
す
。
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
に
配
慮
し
た
環
境
つ
く 

り
と
お
一
人
お
一
人
の
思
い
を
大
切
に
し
た
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ 

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

          

感
じ
ら
れ
る
作
品
を
制
作
す
る
「
手
作
り
」
は
毎
月
内
容
が
変
わ
り 

ま
す
。
季
節
ご
と
に
は
夏
祭
り
、
敬
老
会
、
運
動
会
、
忘
年
会
、
餅

つ
き
な
ど
…
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す 

                

 

ま
た
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て 

い
ま
す
。「
書
道
」
や
「
押
し
花
教
室
」「
折
り
紙
」
等
の
講
師
の
方
々 

が
毎
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。「
新
舞
踊
」 

「
フ
ラ
ン
ダ
ン
ス
」
等
の
披
露
を
定
期
的
に
し
て
下
さ
る
方
々
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の 

ご
協
力
で
、
ご
利
用
者
に 

笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
た
だ 

け
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の 

運
営
が
行
え
て
い
ま
す
。 

 

 

               ご
利
用
者
が
安
心
、
安
全
、
笑
顔
で
す
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
、 

職
員
は
連
携
を
図
り
な
が
ら
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

潤
い
と
、
よ
り
質
の
高
い
充
実
し
た
日
々
を
す
ご
し
て
頂
く
為
に 

趣
味
、
生
き
が
い
活
動
、
身
の
回
り
の
お
世
話
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

さ
ん
に
チ
ー
ム
ケ
ア
の
一
員
と
し
て
大
活
躍
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

      

昨
年
は
延
べ
1

2

0

0
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん 

の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

さ
ん
と
の
交
流
を
と
て
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
何
よ
り
も
職
員
の
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

       ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
、 

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。 

楽
器
の
演
奏
や
手
芸
等
の
講
師 

ご
利
用
者
の
お
話
し
相
手
な
ど
、 

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら 

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
大
森
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
セ
ン
タ
ー 

☎
0

3
‐
5

4

7

1
‐
2

7

0

2
（
直
通
） 

担
当 

坂
口
・
杉
田  

     物
忘
れ
が
気
に
な
り
始
め
た
方
、
そ
の
不
安
な
思
い
を
受 

け
止
め
て
も
ら
い
た
い
方
、「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
は
そ
ん
な 

方
々
や
ご
家
族
の
た
め
の
つ
ど
い
の
場
所
で
す
。 

 

   

こ
ち
ら
の
写
真
は 

「
ク
リ
ス
マ
ス
年
忘 

れ
会
」
の
時
に
撮 

っ
た
写
真
を
ひ
と
つ 

に
ま
と
め
上
げ
「
想 

い
」
を
イ
メ
ー
ジ
し 

た
も
の
で
す
。 

１
枚
１
枚
の
写
真
は 

ご
利
用
者
と
ご
家
族
、 

職
員
が
共
に
手
を
握 

っ
た
り
、
あ
わ
せ
合 

っ
た
も
の
で
す
。 

「
特
養
大
森
に
い
る
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
職
員
は
ひ
と
つ
に
繋
が

っ
て
い
る
」 

     

私
た
ち
の
“
想
い
を
カ
タ
チ
に
”
し
て
み
ま
し
た
。 

特
養
大
森
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
際
は
１
階
の
事
務
所
前
に
掲 

示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
！
ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

    

私
た
ち
、
大
森
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
日 

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
身
体
を
動
か
し
て
チ 

ー
ム
や
個
人
で
勝
負
け
を
競
う
「
ゲ
ー
ム
」、
小
物
や
季
節
感
を 

 

ル
ー
ツ
は
オ
ラ
ン
ダ
で
１
９
９
７
年
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た 

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
カ
フ
ェ
」
。
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
、
そ 

し
て
支
援
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
づ
く
り
は
オ
ラ
ン
ダ
全
土 

か
ら
欧
米
全
域
に
広
が
り
ま
し
た
。 

日
本
で
も
昨
年
１
月
に
策
定
さ
れ
た
『
認
知
症
施
策
推
進 

総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）』
に
お
い
て
「
認
知
症
カ 

フ
ェ
」
の
設
置
目
標
を
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
、
認
知
症
カ 

フ
ェ
推
進
が
本
格
的
に
後
押
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
わ
や
か
サ
ポ
ー
ト
大
森
で
も
、 

来
年
度
か
ら
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」 

と
名
づ
け
た
つ
ど
い
の
場
を 

地
域
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、 

認
知
症
に
関
す
る
情
報
だ
け
で
な
く 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
方
の
思
い
を 

行
き
交
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る 

楽
し
い
カ
フ
ェ
づ
く
り
を 

計
画
中
で
す
。 

日
時
や
場
所
な
ど
詳
し
い
こ
と
が 

決
ま
り
ま
し
た
ら 

順
次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、 

ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

 
 

   

『
さ
わ
や
か
学
校
』 

平
成
28
年
2
月
22
日
（
月
曜
日
）
午
後
1
時
～ 

『
大
森
介
護
者
家
族
の
会
』 

平
成
28
年
3
月
24
日
（
木
曜
日
）
午
後
２
時
～ 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
さ
わ
や
か
サ
ポ
ー
ト
大
森 

☎
0

3
‐
5

7

5

3
‐
6

3

3

1
（
直
通
） 

「鬼は外！福は内！」  

節分の季節に行った 

【鬼退治！輪投げゲーム】 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？ 

ご
案
内 

毎月水曜日に実施の【押し花

教室】の一コマ。講師の櫻井さ

んが毎月素敵な作品を提案、指

導くださいます。 

みなさんそれぞれに工夫を

こらし制作しています。 

☆主なクラブ活動 
（講師名敬称略） 

民謡 
毎月第 1月曜日 

（講師：秀美会） 

合唱 
毎月第 2・4火曜日 

（講師：花水木の会） 

お花 

毎月第 3金曜日 

（講師：大田 MOA 

こうりんの会） 

書道 
毎月第 4日曜日 

（講師募集中） 

 

 

☆主な年間行事 

4 月 お花見（外気浴） 10 月 運動会 

5 月 端午の節句 11 月 文化祭 

6 月 利用者懇談会 12 月 年忘れ会 

7 月 七の会（七夕） 1 月 新年会 

8 月 地域交流夏祭り 2 月 節分豆まき 

9 月 敬老祝賀会 3 月 ひなまつり 

 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
森 

大
森
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
） 

想
い
を
カ
タ
チ
に
・
・
・ 

できあがった作品に、 

皆さま満面の笑顔でした。 

ご
案
内 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
大
森 

（
さ
わ
や
か
サ
ポ
ー
ト
大
森
） 

皆さんで協力して制作した 

【クリスマスツリーの壁飾り】 
表１ 表２ 

表３ 

名古屋 味噌カツと鳥めし 

このほかにも、毎月ごとに誕生会を 

開催したり、バスハイク、お楽しみ 

食事会等を年間通して実施しています♪ 

ふるってご参加ください！ 


